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はじめに 
 

このたびはデマンドシステムコントローラ® スーパーマックスＦＶＰ（RSM-171）専用「警報表示器」

（RNU-203）をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。 
 
「警報表示器」は、デマンドシステムコントローラ スーパーマックスＦＶＰから電力線通信により送られてく

るデマンド値、デマンド残り時間、デマンド警報・移報入力警報を、液晶表示および、ブザー出力によりお

知らせする装置です。 
 
本書は、「警報表示器」を正しくご使用いただくために、取扱方法や注意事項などについて説明していま

す。使用前に本書をよくお読みいただき、取付後も大切に保管してください。 
 
説明内容および設定などでご不明な点がございましたら、必ず弊社までお問い合わせください。 
お客様ご自身での設定などによる不具合、損害等の責を負うことは、ご容赦ねがいます。 
 
 

（デマンドシステムコントローラは、大崎電気工業株式会社の登録商標です。） 
 
 
 
 

◇本書の内容を無断で転載することを固くお断りいたします。 

◇製品の改良などにより、本書の内容に一部合致しないことがあります。 
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安全上のご注意 

 
・ ご使用になる前に、この「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくご使用ください。 
・ ここに示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載していますので、必ず守ってください。 
・ 表示とその意味は、次のようになっています。 
 

 本書での記号の意味（損害の程度）                
 

表    示  表  示  の  意  味 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

物的損害とは、家屋・家財および家畜・ペットにかかわる拡大損害を意味します。 

 

 図記号の意味（守っていただきたい内容）             
 

図 記 号 図  記  号  の  意  味 

 △は警告を示します。 

具体的な内容は、△の中の近くに文章や絵で示します。 

左図の場合は「感電注意」を示します。 

 ○は禁止（してはいけないこと）を示します。 

具体的な内容は○の中の近くに文章や絵で示します。 

左図の場合は「分解禁止」を示します。 

 ●は指示（必ずすること）を示します。 

具体的な内容は●の中の近くに文章や絵で示します。 

左図の場合は「使用者に対し指示に基づく行為を強制する。」を示します。

 

 施工上の注意事項                        
 

■ 電気工事は有資格者（電気工事士）が行ってください。 

工事に不備があると、火災や感電などの事故の原因となります。 

 

■ 配線工事を行う時には、必ず取扱説明書を読んで、それ

に従ってください。感電などの事故や負荷機器の物的損害

などの原因となります。 

 

 使用上の注意事項                        
  

■ 端子カバーは必ず取り付けてください。 

端子や電線に直接触れて、感電事故の原因となる等、大変

危険です。 
 

回避しないと、死亡または重傷を招く差し迫った危険な状況を示しま

す。 

回避しないと、軽傷または中程度の傷害を招くおそれがある危険な状

況、及び物的損害のみの発生を招くおそれがある場合を示します。 

危険 
注意 

危険 

危険 
感電注意 

専門業者 

取扱説明書確認 
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 設置場所の注意事項                       
  

■次のような場所での設置・使用をしないでください。 

誤動作、寿命低下、事故、故障の原因となります。 

1. 周囲温度が 0℃～50℃の範囲を超える所 

2. 周囲湿度が 90％を超える所や、90％以下でも結露する所 

3. 水がかかったり、直射日光（紫外線）が当たる所 

4. 振動や衝撃の多い所 

5. ノイズやサージを発生する機械のある所 

6. 強電界、強磁界の発生する所 

7. 埃（特に鉄粉やカーボンなどの導電性の粉塵）やアン

モニア、亜硫酸ガスなどの腐食性ガスの多い所 

8. 電力線通信方式インターホンなどの電力線通信方式の

機器が既に設置されている所 

9. 屋外 
 

 保守・点検・廃棄上の注意事項                  
  

■保守・点検は電気工事士の資格を有する者が行ってください。 

■保守・点検は定期的に（年１回程度）行ってください。 

端子の締め付けが緩んでいたりすると、火災などの事故の原

因となります。 

■本体に関連する電源プラグ、コンセントについては、緩み・

埃・湿気などによる絶縁不良、接触不良などが発生しないよう

同様に点検してください。 

 

■分解、改造やご自身での修理は絶対に行わないでください。 

感電、火災などの事故や本体の故障の原因となります。 

■異常が起きた時にはコンセントを抜き、電気工事士の資格を

有する者に連絡してください。そのまま使用すると、火災や負

荷機器への悪影響の原因となります。 

 

 

■廃棄する場合は、産業廃棄物として処分してください。 

 

 

 

 

禁止 

注意 

点検確認 

分解禁止 

注意 

電源を切れ 
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保 証 

  
 保証の範囲と生産中止後のお取り扱い               

 

保証期間は、本装置を納入後１年といたします。 

保証期間中に当社が納入した本装置に欠陥があるときは、無償で修理・交換いたします。（原

則として、本装置を引き取り修理させていただきます。） 

ただし、下記の項目に該当するときは、修理を有償とさせていただきます。 

・本装置を本書に記載されていない不適当な取り扱いでご使用になった場合 

・故障の原因が当社以外の理由による場合 

・当社以外の改造・修理による場合 

・天災・当社以外の人災などによる場合 

保証は、本装置の保証を意味するもので、本装置の故障で誘発される損害についてはご容赦く

ださい。 
 

本装置は生産中止後の修理対応期間を５年間といたします。但し､５年以内で

あっても修理用部品の在庫が無くなった場合は、当該部品を必要とする修理

対応ができなくなる場合がございます。 
 

本書に記載されていない内容で不明な点につきましては、当社にお問い合わせください。 

 
 
 有償業務の範囲                         
  

次のような場合は、別途費用を申し受けます。 

・取り付け調整指導、または試運転立会い 

・保守・点検、調整 

・技術指導、および技術教育 

・本装置に付属の取扱説明書、試験成績書などの再発行または、発行部数の追加 

 

製品構成・付属品 

 
 

＜本 体＞ 

警報表示器 （RNU-203、スーパーマックスＦＶＰ RSM-171 専用） 1 台 

※本製品は、RSM-171 以外のスーパーマックスＦＶＰでは動作しません 

のでご注意下さい。 

 

＜付属品＞ 

 
 
 
 
 
＜関連機器（別売）＞ 

1. デマンドシステムコントローラ スーパーマックスＦＶＰ本体（RSM-171） 

2. 補助リレー 

1. 取扱説明書 （この冊子です） 

2. 電源接続用プラグ付ケーブル 2m 

3. 壁掛用木ねじ φ4.1×20 mm 

１部

１本

２本
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使用上のご注意 

 

安全上のご注意の他、取り扱い上、特にご注意いただきたいことは次のとおりです。 

 

 入力補助電源                          
 

・電源電圧の仕様範囲外で使用しますと、誤動作および故障の原因となりますので、電圧変

動の多い場所でのご使用は避けてください。 

・本装置はマイクロコンピュータを主体に、各種半導体などにより構成されていますので、ノイ

ズやサージの少ない電源をご使用ください。 

 

 電力線通信について                       
 

・電力線通信の伝送可能距離は最大１００ｍです。ただしお客さま設備の機器の影響により、

伝送可能距離が短くなる場合があります。 

・線路のノイズ環境を考慮し、単相トランスをＶ結線とした灯動共用バンクでのご使用は極力

避けて下さい。また、ノイズ環境により、スーパーマックスＦＶＰ本体で伝送周波数選択が必

要となる場合があります。 

 
 関連機器との接続について                    
 

・本装置と組合わせて使用するスーパーマックスＦＶＰの電源は、本装置が接続されるコンセ

ントと同一バンク、同一相の電源を使用し、変圧器近傍または、変圧器近傍から専用線を

引き出して接続してください。 
 

・出力端子部に定格を超えた電圧を加えると、出力回路が破壊されるおそれがあります。十

分にご注意下さい。 

 

確認

注意  

注意  
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本体各部の名称と働き 

 
各部の名称については、以下の通りです。 
 

 本体表面                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 液晶表示部                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警報発生時、接続確認時、エラー発生時など各状態における液晶表示の詳細については、各々の

項目をご参照ください。 

予測

現在

ブザー停止

デマンド値

警報表示器

残り時間
（分）

（kW）

回路
1

余裕

回路
2

回路
3

回路
4

注意 遮断 受信

液晶表示部 

動作状況や設定状況

の表示を行います。 

端子カバー 

本装置の配線、ブザー音量

の調節などの操作時に、こ

のカバーを開けます。 

ブザー停止ボタン 

警報発生時のブザーを停

止するときに使用します。 

デマンド値

残り時間
（分）

（kW）

回路
1

余裕

回路
2

回路
3

回路
4

注意 遮断 受信

予測

現在

余裕（●） 
通常動作時（警報発生の

無いとき）に点灯します。

注意（●） 
注意警報発生時 

に点灯します。 

遮断（●） 
遮断警報発生時

に点灯します。

受信（●） 
信号受信後、約３

秒間点灯します。

回路１～回路４（●）
ＦＶＰ本体の回路１～ 

回路４が外部移報入力の

とき、それぞれ対応する

「●」が点灯します。 

残り時間（2 桁） 
デマンド時限の残り時間

を表示します。 

予測／現在 
デマンド値の表示状態 

の文字を点灯します。 

デマンド値（4 桁） 
予測電力／現在電力を５秒毎に

切替表示します。 
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 端子部（端子カバー内）                     

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＯＦＦ ＯＮ

注意ＡＣ１００Ｖ 遮断
音量

出力端子 

［注意・遮断］のデマンド

警報出力端子です。 

電源端子 

ＡＣ１００Ｖを入力する

端子です。 

音量調節つまみ 

警報ブザーの音量を

調節します。 

メンテナンス用スイッチ

通常は操作しないで

下さい。 

下部取付穴 

取付については、次

ページをご覧下さい。 
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取り付け方法について 

 
本体には、壁掛け取り付けのため、上部、下部の合計２箇所に穴があります。下部取付穴へのねじ止め

は、端子カバーを外して行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 壁掛け取り付け                         

１． 付属の壁掛け用木ねじ（φ4.1 長さ 20mm）に、本体上部のだるま穴を引っ掛け、木ねじ

を締め付けます。 

２． 端子カバーを開け、下部の取り付け穴１ヵ所に木ねじを締め（φ4.1 長さ 20mm）、壁に

固定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（裏から見た図）

15
0.

5 

だるま穴 

下部取付穴 

（横から見た図） 

１．だるま穴に 引っ掛け、

ねじを締め付ける 

２．カバーを開け、ねじを

締め固定する 



 10

本体の接続 

 
・配線工事は電源プラグを抜いた状態にして行ってください。 
・接続する場合は、以下の圧着端子を使用してください。 
 
 
 
 
・接続終了後は、必ず端子カバーを取り付けてください。 
・端子ねじは確実に締め付けてください。 

適正締め付けトルク 「０．５Ｎ・ｍ（約５ｋｇｆ・ｃｍ）」 

・接続図および、端子配列を参照し、関連機器と正しく接続してください。 

・付属のプラグ付ケーブルの電源プラグの差込は、最後まで確実に行ってください。

火災などの事故の原因となります。 
 

 接続方法                            

◇電源線の接続 

・電源の接続は、必ず付属のプラグ付ケーブルを使用してください。 

・ノイズが少なく、電圧変動が AC100V±10%以内で、停電の少ない電源に接

続します。 

・電源は、本体の「AC100Ｖ」端子に接続します。 

・電源プラグは、コンセントに最後まで確実に差し込んでください。 
 

◇警報出力線の接続 

・注意、遮断の警報出力は、無電圧無接点（フォトモスリレー）出力です。 

・出力容量は、AC100V、0.1A です。機器の保護や誤動作防止のため、この定

格に適合した補助リレーを使用してください。 

 

 

 

圧着端子部は、使用する電線の 
サイズに合わせてください。 

6mm以下3.2mm以上絶縁チューブ 

感電注意 

注意 

接続注意 

補助リレー等
各種外部機器 

（オプション） 

予測

現在

ブザー停止

デマンド値

警報表示器

残り時間
（分）

（kW）

回路
1

余裕

回路
2

回路
3

回路
4

注意 遮断 受信

補助リレー等
各種外部機器 

（オプション） 

AC100V 
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設 定 

 

 音量調節つまみ                         

・音量調節つまみは、端子カバー内にあります。（８ページ参照） 
・音量の調整は、警報ブザーが鳴動している状態で行ってください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・つまみを左に回すと音量が小さくなり、右に回すと音量が大きくなります。 
・手で回しづらいときは、精密ドライバーなど、先の小さいドライバーで回してください。 
 
 

＜警報ブザーの鳴動のさせ方＞ 
１． スーパーマックスＦＶＰ本体に、付属のＰＣ用ソフト「データ設定ツー

ル」をインストールしたＰＣを接続します。 
２． メニューを開いて、「手動操作」をクリックします。 
３． 注意警報の「警報発生」を選びます。 
４． 「手動制御送信」をクリックします。 
 
※音量調整の終了後は、元に戻して置いてください。 
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 メンテナンス用スイッチの設定                  

 

・メンテナンス用スイッチの設定は、専門の技術者以外は変更しないでください。

（初期位置：全て「ＯＦＦ」のまま使用）スーパーマックスＦＶＰからの電力線通信信

号が正常に受信できない場合や、受信しても警報が表示されないか、ブザーが

鳴動しなくなることがあります。 

・スーパーマックスＦＶＰ本体の警報ブザーの設定が「切」となっていても、本装置

のブザーは、メンテナンス用スイッチＮｏ．６の状態に従い、鳴動または停止しま

す。 

 

・メンテナンス用スイッチは、端子カバー内にあります。（８ページ参照） 
・各スイッチの設定は、下表の通りです。表中、下線部分が初期状態（ＯＦＦ状態）での値を表して

います。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＷ１、ＳＷ２の設定表 

SW1 SW2
受信周波数（ｆ１／ｆ２／ｆ３） 
50Hz 地区…f1：875Hz、f2：1775Hz、f3：2675Hz 

60Hz 地区…f1：870Hz、f2：1770Hz、f3：2670Hz 

OFF OFF 3 周波数とも受信 

OFF ON ｆ１とｆ２を受信 

ON OFF ｆ１とｆ３を受信 

ON ON ｆ２とｆ３を受信 

 
 

SW 

No. 

初期

状態
機     能 

１ OFF

２ OFF

受信信号周波数の切替（注） 

（ＳＷ１、ＳＷ２の組合せによる） 

３ OFF 受信感度レベル切替 【標準／低感度】 

４ OFF 受信用サンプリング周期切替 【変動／固定】 

５ OFF 表示切替 【警報表示／レベル表示】 

６ OFF ブザー切替 【鳴動／停止】 

（注）SW1,2 の機能は次表の通りです。 

ON OFF 

1 
 
 
 
6 

ご注意 
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スーパーマックスＦＶＰとの接続確認 

 
本装置と組合わせて使用するスーパーマックスＦＶＰ本体の電源は、本装置が接続されるコンセントと同

一バンク、同一相の電源とする必要があります。 

したがいまして、新たに設置をされた際は、ご使用になる前に以下の手順に従い、電源が同一相である

かの確認を行ってください。 

 

 確認手順                            

１． 警報表示器の電源を投入し、メンテナンス用スイッチの SW No.5 を「ＯＮ」に変更すると、液晶

表示部がレベル表示に切り替わります。（受信レベル表示中でも、受信した警報状態に合わせ

たブザーの鳴動ならびに、無電圧無接点出力を行います。） 

 

 

 

 

 

２． スーパーマックスＦＶＰの電源端子に、警報表示器と同一バンクの「赤―白相」を接続します。 

３． スーパーマックスＦＶＰの電源スイッチを「ＯＮ」にすると、電源投入から 1 分経過以内にｆ１

（875Hz/870Hz）の信号が自動的に送信されます。 

また、１１ページに記載の「警報ブザーの鳴動のさせ方」を行っても、信号が送信されます。 

４． 本装置が信号を受信すると、約３秒間［受信］状態表示が点灯し、残り時間表示は「Ｌ１」と表示

します。 

５． この時、［回路 1］から［回路 4］までの状態表示で受信レベルの表示を行います。 

受信レベルは、［回路 1］状態表示のみ点灯が最小レベルで、［回路 1］～［回路 4］の状態表示

がすべて点灯すると最大レベルの表示となります。 

 

 

 

 

 

このときの値を、後の比較のために、紙などに記録しておきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ON OFF

1
 
 
 
6

表示例：最小レベル時…●○○○（[回路１]のみ点灯） 

    レベル３………●●●○（[回路１] ～[回路３]まで点灯） 

点灯する●の数が多いほ
ど、受信レベルが大きいこ
とを意味します。 

信号を正常に 
受信後、３秒点灯 デマンド値

(kW) 

回路
1

余裕

回路
2

回路
3

回路
4

注意遮断受信

予測

現在

「Ｌ」表示

受信後、受信周波数番号を表示

残り時間
( 分 )
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６． ｆ１を受信してから1分以内（電源投入から2分以内）に、ｆ２（1775Hz/1770Hz）の信号が自動的

に送信されます。 

ｆ２信号を受信すると、残り時間表示は「Ｌ２」と表示します。受信レベル表示をｆ１のときと同様に

行いますので、値を記録します。 

７． 同様にｆ２を受信してから1 分以内（電源投入から3 分以内）に、ｆ３（2675Hz/2670Hz）の信号が

自動的に送信されます。 

ｆ３信号を受信すると、残り時間表示は「Ｌ３」と表示します。受信レベル表示を同様に行います

ので、値を記録します。 

８． ｆ１～ｆ３までの受信レベルを確認・記録できたら、スーパーマックスＦＶＰの電源を切り、電源配

線を、「赤―白相」から、同一バンクの「白－黒相」に切替えます。 

９． スーパーマックスＦＶＰの電源を入れ、４～7 の手順で、同様に「白－黒相」の受信レベルを確

認・記録します。 

１０． スーパーマックスＦＶＰの電源の取り方により、受信レベルを大きく表示したほうが同相と判断で

きますので、電源配線を、受信レベルを大きく表示した方の相に接続し、運転を開始します。 

１１． 最後に、本装置のメンテナンス用スイッチの SW No.5 を「ＯＦＦ」に戻します。（受信レベル表示

中に受信した最新のデマンド値、残り時間、警報表示状態を復帰します） 

 

 

・受信レベルの確認は、必ず３周波数とも実施してください。 

・お客様の変圧器容量、負荷状況によっては、同相であっても受信できない周波

数が存在する場合があります。このため、ｆ１周波数が受信できなくても、必ず３周

波数分を確認して、相を決定してください。 

・本装置のメンテナンス用スイッチは、必ず元の初期状態に戻してください。 

運用を開始した後、警報表示が正常に行われなくなります。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

ご注意 
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５秒間表示 

５秒間表示 

デマンド値表示 

 

 デマンド値の表示動作                      

・デマンドシステムコントローラ スーパーマックスFVPからの電力線通信によるデマンド値は、現在

電力と予測電力を 5 秒毎に切り替え表示します。 

・デマンド時限の残り時間は、電力線通信による受信データに合わせて表示が変わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在

予測

切替り 切替り
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警報動作 

 

 デマンド警報受信時の動作                    

デマンドシステムコントローラ スーパーマックスＦＶＰからの電力線通信によるデマンド警報受信時の状

態表示、無電圧無接点（フォトモスリレー）出力ならびに、ブザー出力の動作は、以下の通りです。 
 

状態表示 無電圧無接点（フォ

トモスリレー）出力 
警報状態 

余裕 注意 遮断 注意 遮断 
ブ ザ ー 

注意警報発生 ○  ○ ＯＮ ＯＦＦ 1 秒間隔で鳴動 ※１ 

遮断警報発生 ○   ＯＮ ＯＮ 連続音で鳴動 ※２ 

遮断警報解除 

(注意警報継続） 
○ 

 
○ ＯＮ ＯＦＦ 1 秒間隔で鳴動 ※３ 

注意警報解除  ○ ○ ＯＦＦ ＯＦＦ 0.2 秒間鳴動 

  ＝点灯、○＝消灯 

 

※１：ブザー停止ボタンが押されるか、解除信号を受信するまで鳴動を続けます。 

※２：警報発生時、鳴動を開始します。 

新たにブザー停止ボタンが押されるか、解除信号を受信するまで鳴動を続けます。 

なお、遮断警報解除時点では、注意警報は継続しています。 

※３：遮断警報発生時にブザー停止ボタンが押されている場合も、鳴動を開始します。 

新たにブザー停止ボタンが押されるか、解除信号を受信するまで鳴動を続けます。 

 

・メンテナンス用スイッチの設定でブザーが「停止」（ＯＮ位置）に設定されて

いる場合は、ブザーは鳴動しませんので、ご注意ください。 

・スーパーマックスＦＶＰ本体のＰＣ用ソフト「データ設定ツール」によるＦＶＰ

本体の警報ブザーの設定は、スーパーマックスＦＶＰ本体のみに反映しま

す。本装置（警報表示器）には影響しません。 

 

ご注意 
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 移報信号受信時の動作                      

・移報信号を受信した時は、発生した回路に応じて、「回路１」～「回路４」の状態表示（●）が点灯

します。（複数回路で同時に発生した場合は、複数回路の状態表示が点灯します） 
また、このときブザーは２秒間隔で鳴動します。 

・移報発生がデマンド警報（注意警報、遮断警報）発生と重なった場合、ブザー鳴動は、デマンド

警報を優先します。 
 

  例１：注意警報と「回路１」移報が同時に発生した場合は、１秒間隔（注意警報優

先）で鳴動します。 
 
  例２：「回路２」移報発生によるブザー鳴動中に遮断警報が発生した場合は、２秒

間隔の鳴動から連続音での鳴動に変化します。 
 
 

・ブザーは、ブザー停止ボタンが押されるか、解除信号を受信するまで鳴動を続けます。 
・ある回路の移報発生後ブザー停止ボタンが押されている時に、別の回路で移報が発生した場合

は、新たにブザーが鳴動します。 
 

・メンテナンス用スイッチの設定でブザーが「停止」（ＯＮ位置）に設定されて

いる場合は、ブザーは鳴動しませんので、ご注意ください。 

 
 

ご注意 
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停復電時、およびエラー時の動作 

 

 停復電時の動作                         

・本装置に停電・復電が発生した場合、停電前の警報表示状態は消滅し、予測電力/現在電力の

表示は「0000」を表示します。また残り時間は「- -」を表示します。 

・電源投入時も同じ表示状態になります。 

 

 

 

 

 

 

 

・ 復電時に電源周波数の判定結果が、50Hz/60Hz±3Hz から外れている場合は、デマンド値表示

に「Err1」を表示します。また残り時間は「- -」を表示します。この表示はその後の電源周波数判

定が正常に復帰したときに、エラー表示から予測電力／現在電力表示になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 ＰＬＣ信号受信・受信エラー時の動作                   

・スーパーマックスＦＶＰからのＰＬＣ信号受信後、予測電力/現在電力の表示周期に合わせて受信状

態表示（約３秒）します。 

・ＰＬＣ信号を400秒間正常に受信できなかった場合は、デマンド値表示は「Err2」を表示し、残り時間表

示は「- -」を表示します。また、ブザーも鳴動します。 

・ブザーは、ブザー停止ボタンが押されるか、次のＰＬＣ信号を正常に受信するまで鳴動を続けます。 

・ＰＬＣ信号を正常に受信した場合は、エラー表示から予測電力／現在電力表示になります。 
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 無計量警報受信時の動作                     

・デマンドスタート後、一時限の間に、スーパーマックスＦＶＰ本体において一度も電力量パルスが検出

されなかった場合は、無計量異常として、警報表示器に「Ｅｒｒ３」を表示します。 

・このとき、０．５秒間隔で、ブザーが鳴動します。 

・ ブザーは、ブザー停止ボタンが押されるか、スーパーマックスＦＶＰ側で電力量パルスが検出され、無

計量状態が解除されたときに停止します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

デマンド残り時間を表示
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保守・点検 

  
本装置は、特別な保守・点検は必要ありませんが、スーパーマックスＦＶＰの点検に合わせて、付属のプ

ラグ付ケーブルの電源プラグの差込状態、周囲の埃の除去、端子の締め付け具合などを確認してくだ

さい。 
 

 

 

廃 棄 

  
本装置を廃棄する場合は、地方自治体の条例に従ってください。 
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困ったとき・こんなときは 

 

次の表は、お客様でできる簡単な故障の見分け方とその処理方法をまとめたものです。サービスを

お申しつけになる前にご一読ください。 

下記の項目に該当しない不具合の場合には、代理店、あるいは最寄りの弊社営業担当部署にご連

絡ください。又、納入品の価格には、技術者派遣などのサービス費用は含まれていません。 
 

分 類 現 象 原   因 点      検 

・電圧（ＡＣ１００Ｖ）が印加さ
れていない。 

接続が正しく、定格電圧が印加されていることを
確認して、誤りがある場合は修正して下さい。 

電 源 
液晶表示が点
灯しない。 ・上記以外の原因。 お客様での対応はできません。販売代理店、も

しくは弊社営業担当までお申し付け下さい。 

液晶表示が実
際の警報と違
う。 

・メンテナンス用スイッチの
SW No.5 が「０Ｎ」になっ
ている。 

スーパーマックスＦＶＰとの接続確認モードにな
っています。メンテナンス用スイッチの SW No.5
を「OFF」にして下さい。（１２ページ参照） 

・スーパーマックスＦＶＰと警
報表示器の電源接続相が
異なっている。 

本装置の設置場所が初期の位置から変わって
いませんか。スーパーマックスＦＶＰと警報表示
器の電源は、同一バンク同相に接続して使用し
ます。メンテナンス用スイッチの SW No.5 を「０
Ｎ」にしてレベル調査をして下さい。（１３ページ
参照） 

・スーパーマックスＦＶＰの
電源異常 

スーパーマックスＦＶＰの１００Ｖを点検し、電源ス
イッチを確認して下さい。 

・スーパーマックスＦＶＰのＰ
ＬＣ警報出力設定が「無
効」になっている。 

スーパーマックスＦＶＰにパソコンを接続して、Ｐ
ＬＣ警報出力設定が有効になっていることを確認
して下さい。 

・スーパーマックスＦＶＰと警
報表示器の距離が１００ｍ
を超えている。 

最大伝送距離は１００ｍです。警報表示器を移設
してください。 

デマンド値表
示に 
「 Ｅ ｒ ｒ ２ 」 
と表示され、
ブ ザ ー 音が
鳴っている。 

・上記以外の原因 想定外のノイズ等により安定した信号の受信が
できない場合があります。次ページからの説明
に従い、受信状態を確認し、スーパーマックスＦ
ＶＰのＰＬＣ出力、およびＰＬＣ周波数の選択を行
ってください。 

・スーパーマックスＦＶＰに
電力量パルスが入力され
ていない。 

スーパーマックスＦＶＰと付属の分割ＣＴ形パル
ス検出部間の配線、およびパルス検出部の取り
付け状態を確認して、異常がある場合は修正し
てください。 

液晶表示 

デマンド値表
示に 
「 Ｅ ｒ ｒ ３ 」 
と表示され、
ブ ザ ー 音が
鳴っている。 

・上記以外の原因 お客様での対応はできません。販売代理店、も
しくは弊社営業担当までお申し付け下さい。 

ブザーが鳴ら
ない。 

・メンテナンス用スイッチの
SW No.6 が「０Ｎ」になっ
ている。 

ブザー音停止用のスイッチが設定されていま
す。メンテナンス用スイッチの SW No.6 を
「OFF」にして下さい。（１２ページ参照） 

ブザー 
ブ ザ ー 音が
聞 こ え に く
い。 

・ブザー音量が小さく調節
されている。 

ブザー音量調節つまみを右回転させ、音量を上
げて下さい。 
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ＰＬＣ出力強度とＰＬＣ周波数選択の変更・決定方法 

 

スーパーマックスＦＶＰ本体とＰＬＣ通信がうまくいかないとき、ここで解説するＰＬＣ出力強度、およびＰＬ

Ｃ周波数選択の各設定の変更により、解決できる場合があります。 

以下の手順に従い、ＰＬＣ受信状態の確認と、ＰＬＣ強度、および周波数選択の設定変更を行ってください。 

 

１． まず、スーパーマックスＦＶＰ本体のＰＬＣ出力強度、およびＰＬＣ周波数選択の設定が初期状態に

なっているか確認します。スーパーマックスＦＶＰ本体 取扱説明書の「各項目の本体設定」中、「Ｐ

ＬＣ設定」をご覧になり、ＰＬＣ出力が「１００％」、ＰＬＣ周波数選択が「ｆ1+ｆ2+ｆ3」になっているか、確

認してください。 

２． 警報表示器のメンテナンス用スイッチのＳＷ Ｎｏ．５を「ＯＮ」に変更し、受信レベルの表示画面に

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
３． しばらくすると、「周波数カウント機能」が働き、スーパーマックスＦＶＰから１分毎に送信される「ｆ１」、

「ｆ２」、「ｆ３」の各周波数のパルスを受信できた回数のカウントを始めます。これにより、どの周波数

の組合せを使用するのがベストかの確認が行えます。 

カウントは３周波数分、それぞれ０～９まで行いますので、約３０分、そのままお待ちください。 

４． 通信が最適な状態では、周波数のカウント値は「９」となります。カウント値が「５」以上であれば、良

好と考えられます。例えば表示が「９２７」の場合は、「ｆ１」、「ｆ３」が良好、「０４９」の場合は、「ｆ３」が

良好、と判断できます。後の設定のために、３周波数分のカウント値を、紙などに控えておきます。 

５． 上記のカウント値に従い、スーパーマックスＦＶＰ本体のＰＬＣ出力強度、およびＰＬＣ周波数選択の

設定を変更します。スーパーマックスＦＶＰの「設定」キーを２秒以上長押しすることで、設定モード

が起動しますので、「桁移動」キーを２回（または「数字送り」キーを１１回）押して『Ｓ－１２』表示の状

態で、「設定」キーを短く押します。 

６． ＰＬＣ機能の設定表示になりますので、設定値が「１」（ＰＬＣによる警報機能を使用する）であること

を確認して、「設定」キーを押し、ＰＬＣ出力選択画面へ進みます。 

 

 

 

ｆ３のカウント数ｆ１のカウント数 ｆ２のカウント数
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７． ＰＬＣの出力強度を選択します。通常は初期値（100%）のままにしてください。周辺の機器に影響の

ある場合にのみ、他の値を選択してください。選択後、「設定」キーを押して次へ進みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８． ４．で控えたカウント値にしたがって、ＰＬＣ周波数を選択します。たとえば「ｆ1+ｆ2」とする場合、液晶

表示は「Ｆ.１.２. .」となります。選択後、「設定」キーを押すと、設定を保存し、初期画面へ戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９． 以上で、ＰＬＣ受信状態の確認と、ＰＬＣ強度、および周波数選択の設定変更が完了しました。 

 

 
数字送りキー 
で進み、 
桁移動キー 
で戻る。 

75% 
↓

50% 
↓

25% 

100% 
↓

ｆ1 
↓

ｆ2 
↓

ｆ3 
↓

ｆ1+ｆ2+ｆ3 
↓

ｆ1+ｆ2 
↓

ｆ2+ｆ3 
↓

ｆ3+ｆ1 

設定キーを押した時、設定反映して目標電力（初期画面）に戻る。

 
数字送りキー 
で進み、 
桁移動キー 
で戻る。 
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外形寸法図 
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仕 様 

 
 

 
 
 

項      目 仕          様 

名   称 警報表示器 

型      名 ＲＮＵ－２０３ 

デマンド値（４桁） 予測電力／現在電力（切替表示） 

残り時間（２桁） デマンド時限の残り時間（分表示） 液

晶

表

示 状態表示 

予測電力・現在電力（デマンド値表示状態） 

余裕、注意（注意警報）、遮断（遮断警報）、受信（ＰＬＣ信号受信）

外部移報：回路１、回路２、回路３、回路４ 

ブザー停止ボタン 警報ブザーの停止 

音量調節つまみ ブザー鳴動中にボリューム操作により、音量調節 
操 

作 メンテナンス用スイッチ

（６接点） 

１～４：メンテナンス用 

５：受信レベル表示切替用 

６：ブザーＯＮ／ＯＦＦ 

無電圧無接点（フォト

モスリレー）出力 

２点 注意（注意警報）、遮断（遮断警報） 

AC100V 0.1A 出 

力 ブザー出力 １点 警報(含む移報)受信時、ＰＬＣ受信異常発生時に鳴動 

（ブザーＯＮ／ＯＦＦ、音量調節機能付） 

伝送方式 低圧電力線通信方式（AC100V 線間注入方式、単方向） 

信号周波数 50Hz 地区：875Hz（ｆ１）、1775Hz（ｆ２）、2675Hz（ｆ３）併用 

60Hz 地区：870Hz（ｆ１）、1770Hz（ｆ２）、2670Hz（ｆ３）併用 

伝送速度 50Hz 地区：25bps 

60Hz 地区：30bps 

電
力
線
通
信 

伝送距離 最大 100m（１５０ｋＶＡ以下のトランス適用時） 

電     源 AC100V±10％ 50／60Hz 共用、5VA 以下 

使 用 環 境 0～50℃、40～90％RH（非結露時） 

雰 囲 気 腐食性ガスのない場所、一般工業計器並 

取 付 方 法 壁掛け取り付け 

外 形 寸 法 110(W)×156(H)×38(D) mm （突起部含まず） 

質     量 320g  
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